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　新年度が始まり、街中では着慣れない感じのスーツを着た若者達や、ピカピカのランドセルを背負った子供達の姿も見かけられますね。この時期は、世の中の雰囲気も明るく華やかになり、笑顔があふれ返っているような・・・、そんな感じの『今』ですね。

　きっと皆さんの中には、周りの雰囲気に違和感を感じたり、かえってつらくなってしまったり、幸せそうな家族連れの姿をご覧になり、苦しい気持ちになったり、妬ましく思えたり、ただただ悲しい気持ちが襲ってきたり・・・、という方もたくさんいらっしゃることと思います。

　特に・・・、学校へ通っていらっしゃるお子様をお持ちの方は、他の家庭との距離感を感じて、ご自分の居場所がないような気持になったり、ご自分の感情に必死に蓋をして、無理をして笑顔を作って過ごしていらっしゃる方もおいでかと思います。

　愛する人を亡くされた方にとって、この“芽ぶきの春”の時期は、一層つらさが感じられる時期です。
　ですから、どうぞ、この時期の今を、必死になって毎日生き抜こうとなさっていらっしゃるご自分を、精一杯労わり、大切になさってさしあげてくださいね。
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≪昭和生涯学習センターへの案内図≫
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★ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ『大切な涙―大切な人を亡くしたあなたにお伝えしたいこと』のご紹介　
表現文化社という出版社から、『大切な涙』という小冊子が出版されましたのでご案内します。

著者は、当会のスタッフでもある鷹見と近藤です。定価１８０円です。

死別直後（葬儀の前）のご遺族向けの内容になっています。
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【もくじより】
★葬儀の前に　心と体の変調について／手を貸してくれそうな人に、連絡をしましょう／儀式を行いましょう／水分を摂りましょう／食べましょう／感情をできるだけ表現しましょう／眠りましょう／負担を軽くしましょう（喪主の方へ）／自死・事故死等、大切な人を突然亡くしたとき／こども様には、前もって説明をしておきましょう／こどもに、「死」をどのように説明すればよいのか　★葬儀のあとで　後からくる悲しみ／抑うつ状態／「悲しい」という気持ちが感じられないとき／怒りや恨みを感じたら／罪悪感や自責感を感じたら／立ち直ることを急がないで／納骨したくないと思ったら／遺品の整理はゆっくりと／気持ちが少し落ち着いてきたら／記念日反応　★周りの方へ／手を差しのべるには／援助の申し出／血縁のご家族以外の方の悲し

　　　　　　　　　　　み

★入手方法

[image: image34.bmp]ファックスもしくは郵送にて、出版社に直接お申し込みください（書店では販売しておりません）。

表現文化社のホームページ（http://www.sogi.co.jp/）にも注文フォームがあります。

　Fax.　03-3341-4302 

郵送　〒160-0016東京都新宿区信濃町１０　甲山ビル4F　表現文化社
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	相談の対象者
	電話相談機関の名称
	電 話 番 号
	相談曜日・時間等

	どなたでも・・・
	愛知県精神保健福祉ｾﾝﾀｰ

『心の健康電話相談』
	052-971-9977
	月・火・木・金曜日

13：00～16：00

	どなたでも・・・
	名古屋市精神保健福祉ｾﾝﾀｰ

『こころの健康電話相談』
	052-483-2215
	月～金曜日　12：45～16：45

	どなたでも・・・
	名古屋いのちの電話
	052-971-4343
	24時間365日毎日（年中無休）

	どなたでも・・・
	あいちこころのほっとﾗｲﾝ365
	052-951-2881
	365日毎日　9：00～17：00

	ご遺族はどなたでも・・・
	ひだまりほっとﾗｲﾝ
	06-6882-1187
	月・水・金曜日　10：00～15：00

	ご遺族はどなたでも・・・
	東京ﾋﾞﾊｰﾗ『死別の悲しみ・病の悲しみ電話相談』
	03-5565-3418
	月～金曜日（除祝日）

14：00～17：00

	自死遺族の方
	ｸﾞﾘｰﾌｹｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

『自死遺族専用電話相談』
	03-3796-5453
	火・木・土曜日　10：00～16：00

	自死遺族の方
	日本臨床心理士会

『自死遺族ﾗｲﾝ』
	03‐3813‐9970
	毎週水曜日　19：00～21：00

	過労死ご遺族の方
	『過労死１１０番』
	03-3813-6999
	平日10：00～12：00　13：00～17：00

	交通事故死ご遺族の方
	全国交通事故遺族の会

電話相談
	03-3664-1065
	火・木・土・日曜日

11：00～15：00

	犯罪事件死ご遺族の方
	被害者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰあいち

電話相談
	052-232-7830
	平日10：00～16：00

（弁護士による予約制面接もあり）

	赤ちゃんを亡くされた方
	しゃぼん玉ﾃﾚﾌｫﾝ
	045-312-1121
	第１・３水曜日　13：30～16：00
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★絵本「いけちゃんとぼく」が

映画化されます！！
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　以前、「お知らせ№１２（２００７年９月１５日付け発行）」で
ご紹介しました、漫画家の西原理恵子（さいばらりえこ）さん
の絵本「いけちゃんとぼく（角川書店）」が映画化され、今年
の６月２０日（土）から全国ロードショー公開されることになり
ました！！
　「いけちゃんとぼく」は『絶対泣ける本ＢＥＳＴ３』の第１位に
選ばれるなど、テレビ界やインターネット上で、とても感動的

な反響を呼んだ絵本です。

　子供の『ぼく』はある日、不思議な生き物“いけちゃん”と
出会い、その後、思春期を経て青年になっていくまで、
『ぼく』のそばにいてくれます。

　　その間、ずっと『ぼく』を見守り、励まし、時には悪態もついて・・・。

　そして何故か、『ぼく』が女の子と仲良く遊んでいると、“いけちゃん”は真っ赤になって怒りだす・・・。

　“いけちゃん”と『ぼく』との心の交流を描いた作品なのですが、“いけちゃん”が何者なのかさっぱり分かりません・・・。

[image: image37.bmp]　でも、この絵本の最後の最後になって・・・、“いけちゃん”が誰だったのか、そして何故、ある日突然、子供であった『ぼく』の前に現れたのか・・・が、すべて分かります！！

　その瞬間・・・、私は涙が溢れて止まりませんでした。

　実は、今、この文章をパソコンで打ちながらも、思いだしてしまい
涙が・・・！！

　“いけちゃん”の正体がわかると同時に、即座に、再びこの絵本
を最初から読みだすと・・・、それまで意味が分からなかった“いけ
ちゃん”の言葉や、理由が分からなかった行動がすべて分かり、
また涙・・・。　私の大好きな絵本の一つです。

　この絵本が、実写版として映画化されることになりました！

　“いけちゃん”の声を演ずるのは、若手実力派女優の蒼井優さんです。

　詳しくは映画の公式ホームページをご覧くださればと思います。

　でも何よりも・・・、先ずは・・・、絵本をご覧になって頂きたいな・・・って思います。

映画「いけちゃんとぼく」公式サイト　　　http://www.ikeboku.jp/
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★この季節…、お好きな花を飾ってみませんか？
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　桜の花も満開近くになってきましたが、この季節、お花屋さんにも色とりどりの花が

たくさん並んでいますね。
　我が家の、何も手入れをしていない庭にも、不思議なもので、毎年、この時期、

さまざまな名前が分からない花が咲いています。

　改めて、自然の生命力の素晴らしさを感じています。

　最近では、『フラワーセラピー』とか『ヒーリングフラワー』という言葉があるように、

花を活けること、花の存在そのもの、花が元々持っている力そのものが、人への癒し

効果があると言われています。

　例えば・・・、お花屋さんへ行って、その時の自分の気持ちの状態によって、

どんな花が気になったのか、どんな色の花を手にしようと思ったのか・・・が、異なったりします。

　また、好きな花の色、苦手な花の色も、年齢やその時の気持ちによって変わったりもします。

　気持ちがつらい時に・・・、強烈な赤やオレンジなどのビビッドな色の花はちょっとしんどいかも・・・とか。

　花の色が持つ強いエネルギーに、自分の心が苦し過ぎて、ついていけないのかもしれません。

　でも反対に、そういう強烈な色の花が無性に欲しいと思える気持ちも時もあったり・・・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　時には、白い色の花だけが欲しかったり、花ではなくてグリーン類が欲しかったり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　花の持っている”力“が人の心に影響したり、人の心の状態によって選ぶ花が異なったりするのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　私は白い色の花が大好きなのですが、『白い色の花』には、その場の空間を神聖にして、浄化する力を持っていると言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　人は、改まった雰囲気の空間や、厳かな気持ちの時に、白い花を選ぶことが多いのですが、無意識のうちに、『白い色の花』が持つエネルギーを利用しているのかもしれないですね。

　　この季節、皆さんは、どのような花、何色の花を手になされますか・・・？
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★冊子「自死遺族の文集」
のご案内！

ゆきあかりの会のスタッフの鷹見と近藤の二人が、スタッフとして
関わらせて頂いている、自死遺族の自助グループ≪リメンバー
名古屋自死遺族の会≫が、このたび、自死遺族の皆様から原稿を

募り、自死遺族の思いを表した『自死遺族の文集』を、日本財団
からの助成金で制作しました。
この冊子は、次回以降の分かち合いの集いの会場へお持ち致し

ますので、ご希望の方は、ご自由にお持ち帰りくださいね。
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　桜も満開近くになりましたね。

　で、こういう時期に雨が降って、これから少しずつ桜が“桜吹雪”になっていきます。

　日本人は昔から、桜の花が満開の時期よりも、花の散り際や花びらが舞い散っていく姿に、人間の生と死に関する『美』を見出してきたのですね。

　「人は生きたように死んでいく」という言葉がありますね。

　一方で、「人は最後の瞬間まで変化し、成長し続ける」とも言われています。

　私は臨床心理士ですが、私達心理専門職は、人間の最後の瞬間までの変化や成長を信じています。
　人が生まれつき持っている健康的な力、人が持っている心の力を最後の最後まで信じています。

　たとえ今は、立ち上がれなくて倒れ込んでいるとしても、生きることがつらくて呼吸することだけで精いっぱいだとしても、『この場所』に留まり続けたりしない存在だと思います。

　いつか再び自分の足で立ち上がり、愛する人がこの世にいない“自分の新しい人生”を再生することができる力を、すべての人が持っていると信じています。

　ただ・・・、一人ですべてを行うには、あまりにもつら過ぎる作業かもしれません。

私達≪ゆきあかりの会≫が、そのほんの少しでもお手伝いができたら・・・と願っています。
　　大切な人を亡くした方の集い＜ゆきあかりの会＞代表　　近藤浩子


　　　　　　　　　　　　
❤ゆきあかりの会の集いへご参加くださった皆様へ❤





【日程と会場】


第２０回　　　２００９年５月１０日（日）　　　昭和生涯学習センター　第２集会室


〒466-0023　名古屋市昭和区石仏町1-48　(地下鉄鶴舞線及び桜通線「御器所」駅下車、南へ300M）


☆　詳細は次ページの地図をご覧くださいね！！


【時間】　　　　１３時１５分に開始し、１６時までには終了致します（受付；１３時～）。


　　　　（会場の関係で、集いの開始と、受付開始時刻が、共に１５分、遅くなりましたのでご注意ください。）


【ご参加のお申し込み方法】


参加のお申し込みは、５月８日金曜日までに、事務局：近藤浩子宛てにお申し込みください。


２回目以降の方も、出席者数を把握する為にご連絡をくださいね❤


参加費はお一人１０００円です。当日、会場の受付でお支払いください。　








＜ゆきあかりの会　事務局＞


　　　　　　　　　　　代表　　近藤浩子（臨床心理士）　　Phone　　０９０－３９０９－４５１５





ＦＡＸ　　０２０－４６６９－４２０６　　　　  e-mail   yukiakarinokai@yahoo.co.jp　�＜ゆきあかりの会＞ホームページ　　　　　   http://www.will.obi.ne.jp/yukiakari/


　　





★５月の分かち合いの集いの日程が決まりました　!
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◆地下鉄鶴舞線及び桜通線「御器所」駅下車


南へ300M


◆集いの開始と、受付開始時刻が、共に１５分、遅くなりましたのでご注意ください。


集い開始：１３時１５分～


受付開始：１３時～
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つらくてたまらなくなった時に・・・、『電話相談』のご案内
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